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昭和５８年度第８回研究会（１１月４目）

　〉テーマ　近畿型地主経営の展開過程

　　　　　　一岡山県牛窓町服部家を対象として一

　　報告者　伊藤正直氏

　　概　要

　　はじめに

　　（１）地主制史研究の推移

　　（２）地主制分析の今目的意義

１．

服部家地主経営の展開

　　（１）　般的特徴

　　（２）時期区分

２．

地主経営の後退 ・解体過程

　　（１）　「三都制」の確立

　　（２）　ｒ三部」の資産 ・負債，収入 ・支出の推移

　　おわりに

昭和５８年度第９回研究会（１１月１８目）

　〉テーマ　国家と経済的 メカニ ズム

　　　　　　　　資本主義と杜会主義の比較体制論的アブ Ｐ一チ

　報告者　芦田文夫氏

　報告要旨

　　はじめに

Ｉ　杜会主義におげる国家と経済的 メカニ ズム

〔１〕　「経済的利害Ｉｎｔｅｒｅｓｓｅ」の実現と国家

　　（１）「経済的利害」　構造と機能

　　（２）「普遍的利害」の移成一公的権力（：国家）による媒介

　　（３）「経済的利害」の発展過程一国家と杜会との乖離の消滅：国家の死減の過程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６４）
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〔２〕　国家と経済的 メカニ ズム

　　　（１）国民経済全体（マクロ）に対するｒ計画化機能」

　　　　　一「普遍的利害」の実現にかかわる

　　　（２）企業（ミクロ）に対する「経済的指導機能」一ｒ特殊的利害」の実玩にかかわる

　　（３）個人の「労働と消費に対する観制機能」

　　　　　一「個人的利書」の実現にかかわる

〔３〕　経済的 メカニ ズムの機能の矛盾から構造の民主的変革へ

１　資本主義における国家と経済的メカニ ズム

〔１〕　国家独占資本主義論の展開より一国家と経済的機能

〔２〕　国家独占資本主義と経済的メカニスム ，整理の視点（杜会主義と比較対照して）

〔３〕

〔４〕

（１）国民経済（マクロ）の計画化

（２）国営 ・公営部門

（３）企業（ミクロ）の生産と蓄積の過程に対して

（４）個人の労働と消費に対して

（５）国際化と国家

　国家独占資本主義の経済的 メカニ ズムの矛盾とその解決の方向

　　一「民主的変革」の原理

　ｒ民主的変革」におげる国家と経済的 メヵニ ズム（目本）

　　「民主的改革」一「民主的変革」一「杜会主義」

（１）政策の転換構造の改革変革とのつながり

（２）　「経済的利害」一支配 ：所有と決定（国民経済 レベノレと企業 レベル）一「政

　治的 レジーム」

（３）国家と経済的 メカニ ズム

昭和５８年度第１０回研究会（１２月２日）

〉テーマ　字野弘蔵氏の恐慌論批判

　報告者　西原誠司氏

昭和５８年度第１１回研究会（１２月９日）

レテーマ　目本資本主義の構造変化と国土開発政策

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６５）



２０８　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

　　報告者　奥地　正氏

　　報告要旨

　〔目次構成〕

一　状況と課題

二目本資本主義の構造的危機と三全総の策定

　１　「高度成長」の崩壊と構造的危機の開始

　２　新全総＝「高度成長」型国土開発政策の破綻

　３　三全総の登場とその性格

三転換期の日本経済と四全総への動き

　１　第２次石油危機と構造的危機の変容

　２　三全総の
‘‘

フォローア ップ”と四全総への動き

四　８０年代の国土開発政策　　その基本的特徴

　１ＪＡＰＩＣ　新「目本列島改造」計画の中核的担い手

　２　大都市再開発　　「民間活力」による「アーハソ ・ル不サソス」構想

　３テクノポリス 　新「地域開発拠点」としての基本的特徴

　４　地方圏　　とくに山村　　対策の新たな特徴

五　若干の展望

昭和５８年度第１２回研究会（１２月１６目）

レテーマ　我国の国独資論に一おげる危機把握について

　報告者　田中宏道氏

　報告要旨

はじめに
　（１）　「危機」概念の２つのニュアソス

　玩在，資本主義の危機がさかんにいわれているが，これには２つのニュアソスが含ま

れている。第一は，一国を単位とした杜会構成体としての資本主義の体制的危機であ

り， この意味での危機は資本主義杜会の死滅を意味する。これに対しもう一方のニュァ

ソスは，世界資本主義体制の危機といわれるもので，スターリソが世界資本主義の全般

的危機として例の四大矛盾をもって説明したのがその典型であるが，この四大矛盾の３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６６）
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つまでは国家あるいは民族問の矛盾であり ，この激化はただちに資本主義杜会の死減を

意味しない。現在の危機の主張は多分にこの第二の ニュ ァソスだけでたされることが多

く， その点に危機論議のわかりにくさがあるのだが，筆者はこの２つの ニュアソスの統

一的把握が必要であると考えている 。

　（２）危機把握におけるモデルとアプ ローチの方法

　資本主義の危機の２つの ニュアソスに符合するかのように，危機把握の理論モデ ノレに

も一国資本主義モデルと世界資本主義モデルがある。また危機分析のアプ ローチの方法

も， 大別すると階級問矛盾の分析からのアプ ローチと生産の無政府性の分析（恐慌論的ア

プローチ）という２つに分かれている。今回はそれぞれから代表的た論老として次の人

達を選んでその危機把握の特徴について検討したい 。

　　　　　　　　　　　　　一国資本主義モデ ノレ　　　　世界資本主義モデ ノレ

恐慌論的アプ ローチ　　　　　北　原　　　勇　　　　　　　古　川　　　哲

階級関係論的アプ ローチ　　　井上晴丸 ・宇佐美誠次郎　　　杉　本　昭　七

１． 古川哲『危機における資本主義の構造と産業循環』（有斐閣，１９７０年）

　古川氏の危機把握の特徴は，対立的な帝国主義諸国問の不均等発展の法則から体制解

体危機循環なる概念をうちたて ，その循環の最終局面としての戦争準備期の到来をもっ

て資本主義の全般的危機激化を主張される点である。そして第二次大戦後のこの循環は

冷戦戦略の破綻としてのドル危機の激化をもって最終局面に突入し，それはアメリカ的

世界の解体としての体制危機と世界的規模での不況をもたらすものとして把握される 。

　古川氏のこの説明には以下の間題点がある 。

¢　不均等発展論によるアメリカの後退をもっ て資本主義世界の解体がどこまで説明し

　うるのか 。

　　戦争準傭期の停滞について ，その必然性のメカニ ズムの解助 。

＠　停滞と体制危機との区別の必要性。後老については階級関係の分析が不可欠である

　が，体制解体危機循環概念ではこの点は捨象されている 。

２． 杉本昭七『現代帝国主義の理論』（青木書店，ユ９６８年）

　杉本氏は，第二次大戦後においてはもはや列強間の不均等発展が主要なモメソトでは

なく ，最終範購は植民地 ・従属剛こおいて帝国主義各国の矛盾とそれら相互の矛盾がい

かに総合して現れるか，その構造と運動との解明が課題であるとされ，アメリカ独占資

本を頂点とした全世界的な支配 ・従属関係の分析，二流国での矛盾の激化と槙民地 ・従

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６７）
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属国への矛盾の集中，そこでの革命闘争の必然性等を論証すべきであるとされる 。

　杉本氏の主張には古川氏にくらべて植民地 ・従属国の理論モデルヘの組入れ，アメリ

カ金融資本の世界的規模での支配力とその影響の分析等より現実味をもつものと考えら

れるが，次の点に間題が残る 。

○　各国資本の国際的な序列とその不均等た発展を把握することにより ，矛盾の集中点

　は植民地 ・従属国という固定化は避げられるのではないかという間題 。

　　停滞論をも含めた恐硫論，つまり動態分析的アプ ローチの必要性 。

３．

北原勇『独占資本主義の理論』（有斐閣，１９７７年）

　北原氏は，独占は長期利潤最大化価格を守るため基本的には慎重な投資行動をとる

が， 逆にある場合には激しい集中的な投資行動をとり ，その後には膨大な過剰生産圧力

が生み出され，いずれにしても独占の時代は停滞基調が基本的特徴となり ，資本と労働

力の過剰が慢性化し，これこそが危機の原因であるとされる。但しこれには新生産部門

形成と対外膨張とが逆の作用をするが，いずれも一時的要因にとどまるとされ，また階

級対立は独占価格による収奪関係の分析からなされる 。

　北原氏の説明には次の間題が残されている 。

¢　停滞基調の程度と持続時間は，多分に独占一般からは説明困難な新生産部門形成や

　対外膨張に影響されるが，これをどのように考えるべきか 。

　　停滞＝資本と労働力の慢性的過剰＝体制危機とストレートに結びつげることの可

　否 。

　　階級対立の分析が生産過程におげる搾取の分析ではなく ，独占価格による収奪関係

　から説明されている間題 。

４．

井上晴丸 ・字佐美誠次郎『危機におげる日本資本主義の構造』（岩波書店，１９５１年）

　両氏は全般的危機の到来を経済過程の理論から説明しようとされる。それは，平均利

潤率の傾向的低下の法則が不生産的資本 ・人口を増大させ，そのことが剰余価値総量の

増加の緩慢化をもたらす。これに対し独占が自分の取分を増大させようとすることが階

級対立激化の原因となり全般的危機到来の可能性を生みだすが，この可能性を必然性に

転化させるのは四大矛盾であるとされる。そして戦前の目本資本主義を分析して ，その

脆弱性と大恐慌等から米騒動，小作争議 ・労働争議の増大，その解決策としての植民地

侵略とそこでの解放闘争の高まりが説明される 。

　この両氏の説明は危機をなによりも階級関係の問題として把握している点でわかりや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６８）
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すいのだが，他方以下の問題を残している 。

¢　利潤率の傾向的低下の法則をべ一スにした危機到来の論理はあまり説得的ではな

　く ，事実上大恐慌や戦争という歴史的事実に依存している 。

　　上の点にかかわ って ，資木にとっての危機としての利潤率低下の意義をもっとは っ

　きりさせるべきである 。

５．

危機分析についての私案

（１）資本主義世界全体の動向の分析

　の　恐慌論，停滞論的たアプ ローチによる分析

　　　国家問の不均等発展の分析，資本の集積の度合を基準にした諸国家のタイプ別分

　　類とそれぞれの発展傾向の検討とその中での弱い環の検出

（２）一国モデ ／レでの階級支配力の分析

　　資本の支配力としての利潤率の動向，貧困化，国家の統治能力

　　とりわけ弱い環にあたる国の状況と強い因による救済の可能性と限界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

レ本年度（１９８３年４月以降８４年３月迄）会員が本誌以外に発表した業績はつぎのごとくであ

　　る。ただし※印のついたものは昨年度の業績である 。

芦田　文夫

　「現代杜会主義杜会の構造」

　　〔後藤 ・芦田 ・坂本編著〕ｒ新経済学の基礎』所収　　　　有斐閣　　１９８４年３月

荒井　正治

※　「Ｏｎ　ｅｓｓｅｎｔ１ａ１ｓｅ１ｆａｄ］ｏ１ｎｔｎｅｓｓ，ｄ １ｓｔ１ｎｇｕ１ｓｈｅｄ　ｓｅ１ｆａｄｊｏ１ｎｔ　ｅｘｔｅｎｓ１ｏｎ　ａｎｄ　ｅｓｓｅｎｔ１ａ１

　　ｓｐｅｃｔｒｕｍ　ｏｆ　Ｄｉｒａｃ　ｏｐｅｒａｔｏｒｓ　ｗｉｔｈ　ｍａｔｒｉｘ　ｖａ１ｕｅｄ　ｐｏｔｅｎｔｉａ１ｓ」

　　ｒＰｕｂ１ｉｃａｔｉｏｎ　ＲＩＭＳ，Ｋｙｏｔｏ　Ｕｎｉｖ・」　　京郁大学数理解析研究所　　１９８３年２月

伊藤　正直

　「金融国際化の現段階」

　　《経済学批判》第１３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８３年４月号

　「財政 ・金融」

　　ｒ一九二○年代の目本資本主義』　　　　　　　　　　東大出版会　　１９８３年６月

　「書評　野沢豊編『中国の幣制改革と国際関係』」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７６９）
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　　　　　　　　《歴史学研究》第５１９号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８３年８月号

　　　　　　　　「書評　小島仁著『目本の金本位制時代』」

　　　　　　　　《土地制度史学》第１０１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８３年１０月号

　　　　　　　　「資本主義の確立 ・資本主義杜会の発展」

　　　　　　　　　〔後藤 ・芦田 ・坂本編著〕ｒ新経済学の基礎』所収　　　　有斐閣　　１９８４年３月

　　　　　　岩田　勝雄

　　　　　　　「目本絹業と国際関係」

　　　　　　　　《人文科学研究所紀要》第３６号　　　　立命館大学人文科学研究所　　１９８３年１２月

　　　　　　　　ｒ目本繊維産業と国際関係』　　　　　　　　　　　法律文化杜　　１９８４年２月

　　　　　　上野　俊樹

　　　　　　　ｒ書評　重田澄男著『資本主義の発見一市民杜会と初期マノレクス』」

　　　　　　　　《経済》　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　１９８３年５月号

　　　　　　奥地　　正

　　　　　　※ｒ目本経済と住宅政策の今目的課題」

　　　　　　　　《ジュリスト増刊総合特集》第３０号ｒ現代目本の住宅改革』　　　　　１９８３年３月

　　　　　　　「住宅政策の現状と課題」

　　　　　　　　《都市問題研究》第３５巻 ・第８号　　　　　　　　　　　　　　　１９８３年８月号

　　　　　　　　『転換期の林業 ・山村間題』（編著）　　　　　　　　　　　新評論　　１９８３年１０月

　　　　　　小野　一郎

　　　　　　　ｒ現存杜会主義の発展段階をどうみるか」

　　　　　　　　《前衛》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８３年９月号

　　　　　　角田　修一

　　　　　　　ｒ青年のための科学的杜会主義入門一ｒ資本論』

　　　　　　　　《青年運動》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８３年１～１２月号

　　　　　　　「現代の生活様式，その批判と克服」

　　　　　　　　《唯物論研究》第１０号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８４年３月号

　　　　　　　「資本主義杜会の経済構造」

　　　　　　　　〔後藤 ・芦田 ・坂本編著〕ｒ新経済学の基礎』所収　　　　有斐閣　　１９８４年３月

　　　　　　加藤　睦夫

　　　　　　　ｒ現代目本の財政問題』（編著）　　　　　　　　　 ミネルヴァ 書房　　１９８３年１１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７７０）



　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究室

甲賀　光秀

※「現代日本資本主義の危機構造」

　　ｒ現代日本の支配構造』　　　　　　　立命館大学人文科学研究所

　ｒ現代資本主義杜会の構造的特質と矛盾」

　　〔後藤 ・芦田 ・坂本編著〕ｒ新経済学の基礎』所収　　　　有斐閣

小牧　聖徳

　『現代金融要論』改訂　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄輝杜

後藤　　靖

　「書評　星埜淳著『国家移行論の展開』」

　　《商学論集》福島大学　第５２巻 ・第１号

　「明治初年の士族の動向」

　　『歴史への招待』　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＨＫ出版部

　ｒ経済学の基礎的諸概念」

　「資本主義以前の杜会」

　　〔後藤 ・芦田 ・坂本編著〕ｒ新経済学の基礎』所収　　　　有斐閣

坂野　光俊

　『現代日本の財政間題』（編著）　　　　　　　　　　 ミネルヴ ァ書房

坂本　和一

　ｒ現代巨大企業の構造理論』　　　　　　　　　　　　　　青木書店

　ｒ独占資本主義杜会の構造」

　　〔後藤 ・芦田 ・坂本編著〕『新経済学の基礎』所収　　　　有斐閣

塩田庄兵衛

　〔共編〕『戦後史資料集』　　　　　　　　　　　　　新目本出版杜

清水　貞俊

　「西欧資本主義の危機と統合」

　　新版〔木下悦二編〕ｒ現代の世界経済』所収（有斐閣選書）有斐閣

鈴木　　登

　「丹後経済におげる機業の役割」

　　《人文科学研究所紀要》第３６号　　　　立命館大学人文科学研究所

高内　俊一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７７１）

２１３

１９８３年３月

１９８４年３月

１９８３年９月

１９８３年７月

１９８４年２月

１９８４年３月

１９８３年１１月

１９８３年９月

１９８４年３月

１９８４年２月

１９８３年１１月

１９８３年１２月



２１４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第５ ・６合併号）

　「目米経済関係と日本独占の対外進出」

　　《経済》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９８３年４月号

　「統計にみる丹後機業と丹後地域経済」

　　《人文科学研究所紀要》第３６号　　　　立命館大学人文科学研究所　　１９８３年１２月

　「書評　中村孝俊著ｒ日本の巨大企業』」

　　＜経済＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９８４年２月号

戸木田嘉久

※「「合理化」と民主的規制」

　　《学習の友》 ’８３年春闘別冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８２年１２月

　「現代の「合理化」とその展開過程」

　　《杜会政策学会年報》第２７集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８３年５月

　ｒ新訳ｒ資本論』第２分冊を読んで一現代の労働者状態を考える」

　　《経済》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９８３年５月号

　ｒ科学的杜会主義の創始者たちの労働運動論と現代（上 ・下）

　　《経済》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９８３年７月 ，８月号

藤岡　　惇

　ｒ民衆発達の経済史を求めて」

　　《経済科学通信》第３９号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８３年６月号

山田　　彌

　ｒ民主的政策と産業連関一産業連関モデルによる分析一」

　ｒ政策科学と数量分析」

　　〔置塩 ・野沢編〕ｒ目本経済の数量分析』所収　　　　　　大月書店　　１９８３年７月

若林　洋夫

　「イキリス初期鉱山立法と炭鉱労働運動　　１９世紀中期におげる婦人 ・

　　児童保護およぴ炭鉱保安立法をめくっ て　　」

　　〔大月 ・川木・高橋・箸方・肥前編〕『比較杜会史の諸間題』所収　未来杜　１９８４年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７７２）




